






要約 

胎児低酸素症に罹患する high risk 胎児として妊娠28 週から 40週までの 24 例の IUGR 例

を対象に,パルスドプラー法を用いて中大脳動脈と臍帯動脈の血流計測を行った。24 例中 9

例(37.5%)で中大脳動脈の RI は正常群の平均値-1.5SD 未満を示し,一方 11 例(45.8%)で臍

帯動脈の RIは正常群の平均値+1.5SD 以上を示した。中大脳動脈と臍帯動脈の RIの関係で

は,両者は負の相関を持ち,同一個体に胎盤血管抵抗の上昇と脳血管抵抗の低下が同時に観

察された。このことは,IUGR の一部に全身的な血流の redistribution が生じていることを

示している。 


